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営業のご報告

営業の概況

今後対処すべき課題

当事業年度におけるわが国経済は、新興諸国の持続的な経済成長に牽引され、輸出企業を中心に企業収益の改善が見られたものの、
雇用環境、個人消費はともに厳しい状況で推移し、さらに年度後半には食料価格の高騰により中東地域を中心に政情不安が拡大した結果、
国内においても急激なインフレ懸念を抱え、先行きへの不透明感を増し推移いたしました。

当学習塾業界におきましては、少子化による市場規模の縮小に加え、雇用、所得環境は回復せず、学校外教育費は節約志向が高まり、
子ども手当の実施による当業界への寄与も期待されましたがその効果は限定的であり、市場環境は依然として厳しい状況となっており
ます。

このような背景もあり、当業界における再編活動は依然として活発であり、企業規模拡大による広域展開、価格競争により企業間競
争は過熱しております。

このような状況下において当社は、通常料金に比べ廉価な小学生を対象とする「キッズくらぶ」、中学校定期テスト対策に特化した
「Zest」の生徒数拡大に注力し、受験学年以外の層の裾野拡大を図りました。一方、収益力の改善を目的に売上原価において負担が大き
い地代家賃をはじめとした固定費の削減にも取り組み、また資産規模の適正化を図るために福利厚生施設の売却を実施いたしました。

新規の教室展開といたしましては、鹿児島市に昴皇徳寺校、熊本市に個別指導水前寺教室を開設いたしました。
この結果、生徒数は増加したものの生徒単価が低下したため、当事業年度の売上高は 3,766 百万円 ( 前年比 0.5%減 )、営業利益

209 百万円 ( 前年比 5.6%減 )、経常利益 199 百万円 ( 前年比 2.1%増 ) となりました。
一方、特別損失として減損損失 81 百万円の計上により当期純利益は、43 百万円 ( 前年比 77.9%減 ) となりました。

わが国は今年 3 月 11 日に発生した東日本大震災において東北地方をはじめ首都圏をも含む広域で戦後最大の自然災害を被り、多く
の方がお亡くなりになり、また社会基盤を破壊されました。

そのため今後予定された社会保障政策などの大転換、さらに可処分所得の減少も想定されることから当社を取り巻く環境も引き続き
厳しいことが予想されます。

当社といたしましては、基盤である鹿児島、宮崎地区は通塾率の引き上げ余地は残されており、「キッズくらぶ」、「Zest」といった
比較的ご利用いただきやすいコースで潜在的ニーズを掘り起こし、拡大することで安定的な裾野を形成してまいります。

景気動向の悪化や競争率の低下による入試の平易化は、通塾動機の鈍化、入塾時期の遅延傾向を招き、在籍期間の短期化を進行させ、
生徒の学習指導に対する十分な時間が不足する要因となり、短期間での指導成果を求められておりますが学力定着に少なからず支障を
きたしており、当社といたしましては、地域に根ざした教務指導を行うため、講師のコーチング力の向上を図り、企業倫理の確立と社
員の資質向上に注力して、合格力を高め、業績の向上と社会的責任を果たしたいと考えております。

次期の業績予想といたしましては、売上高 3,800 百万円 ( 当期比 0.9%増 )、営業利益 219 百万円 ( 当期比 5.1%増 )、経常利益 209
百万円 ( 当期比 5.2%増 )、当期純利益 112 百万円 ( 当期比 161.6%増 ) を見込んでおります。

主要な経営指標
ごあいさつ

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと拝察申しあげます。
また、このたびの東日本大震災被災地の皆様には、心よりお見舞申しあげますとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。

さて、第 53 期（平成 22 年 3 月 1 日から平成 23 年 2 月 28 日まで）の決算を終了いたしましたので、ここにご報告申しあげます。
今後とも皆様の一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
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科　目

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価
差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金 その他資本

剰余金
資本剰余金

合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金
合計別途積立金 繰越利益

剰余金
平成22年2月28日の残高 990 971 ー 971 107 1,653 398 2,158 △375 3,745 5 5 3,751
事業年度中の変動額
　剰余金の配当 △75 △75 △75 △75
　当期純利益 43 43 43 43
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額） △1 △1 △1
事業年度中の変動額合計 ー ー ー ー ー ー △32 △32 △0 △32 △1 △1 △34
平成23年2月28日の残高 990 971 ー 971 107 1,653 365 2,126 △375 3,713 3 3 3,716

科目
当期

平成22年3月  1日から
平成23年2月28日まで

前期
平成21年3月  1日から
平成22年2月28日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 382 383
投資活動によるキャッシュ・フロー 2 130
財務活動によるキャッシュ・フロー △459 △538
現金及び現金同等物の増加額（△減少額） △74 △24
現金及び現金同等物の期首残高 240 265
現金及び現金同等物の期末残高 166 240

科目 当期
平成23年2月28日

前期
平成22年2月28日

資産の部
流動資産 374 477
固定資産 7,583 7,822
資産合計 7,958 8,300
負債の部
流動負債 1,858 2,344
固定負債 2,382 2,204
負債合計 4,241 4,549
純資産の部
株主資本
　資本金 990 990
　資本剰余金 971 971
　利益剰余金 2,126 2,158
　自己株式 △375 △375
株主資本合計 3,713 3,745
評価・換算差額等 3 5
純資産合計 3,716 3,751
負債及び純資産合計 7,958 8,300

科目
当期

平成22年3月  1日から
平成23年2月28日まで

前期
平成21年3月  1日から
平成22年2月28日まで

売上高 3,766 3,785
売上原価 2,977 2,962
販売費及び一般管理費 580 601
営業利益 209 221
営業外収益 30 35
営業外費用 40 61
経常利益 199 194
特別利益 ー 23
特別損失 98 34
税引前当期純利益 100 184
法人税、住民税及び事業税 62 17
法人税等還付税額 △16 ー
法人税等調整額 11 △27
当期純利益 43 194

貸借対照表 損益計算書

株主資本等変動計算書

キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

＋ −
× ＝

BS PL

SS

CF

財務諸表

株主優待制度・・・昴では、株主の皆様への利益還元策の一環として、株主優待制度を設けています。　

優待制度の内容 毎年 2 月末日現在の
株主の皆様に対して、
利益還元策の一環と
して「株主ご優待券」
を贈呈させていただ
きます。是非ともお
役立てくださるよう
お願い申しあげます。

1． 所有株式数 1,000 株（1 単元）以上は、5,000
円の優待券を、5,000 株（5 単元）以上は、
10,000 円の優待券を贈呈。

2． 優待券は、昴の全教室（マナビスを除く）で入
学金、受講料などのお支払いにご利用いただ
けます。

3． 平成 23 年 6 月 1 日から平成 24 年 5 月 31
日まで 1 年間有効。

4． 本券と現金の引換えはいたしません。
5． 盗難、紛失等による再発行はいたしません。

優待制度の内容毎年 8 月末日現在の株主および実質
株主の皆様に対して、利益還元策の
一環として「青森産りんご」を毎年
12 月（旬の時期）にお贈りしており
ます。
風邪を予防する働きがあると言われ
るビタミン C や A などが豊富に含ま
れる、天然の健康食品・りんごの味覚
をお楽しみください。

所有株式数 1,000 株（1 単元）以上は 3kg、
5,000 株（5単元）以上は５kg
の青森産りんごを贈呈。

中間期末 期　末

事 業 年 度 ３月１日〜翌年２月末日
期末配当金受領株主確定日 ２月末日
中間配当金受領株主確定日 ８月３１日
定 時 株 主 総 会 毎年５月
株 主 名 簿 管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137ー8081東京都江東区東砂７丁目10番11号
TEL 0120-232-711

上 場 証 券 取 引 所 株式会社 大阪証券取引所 JASDAQ市場
公 告 の 方 法 公告掲載URL　http://www.subaru-net.com

(ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない理由が生じた時には、
日本経済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 1,000株

株主メモ
1．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取

請求その他各種お手続きにつきましては、原
則、口座を開設されている口座管理機関（証
券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。株主名簿管理人（三菱 UFJ 信託銀行）
ではお取り扱いできませんのでご注意くださ
い。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手
続きにつきましては、三菱 UFJ 信託銀行が
口座管理機関となっておりますので、左記特
別口座の口座管理機関（三菱 UFJ 信託銀行）
にお問合せください。なお、三菱 UFJ 信託
銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３. 未受領の配当金につきましては、三菱 UFJ
信託銀行本支店でお支払いいたします。

ご注意

株式情報

昴のリアルタイム情報を当社のホームページでご覧いただけます。http://www.subaru-net.com3 SUBARU BUSINESS REPORT 2011 4SUBARU BUSINESS REPORT 2011
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社 名 株式会社　昴
本社所在地 〒892-0846

鹿児島県鹿児島市加治屋町9番1号
電 話 番 号 099-227-9500
設 立 昭和47年7月
資 本 金 9億9,075万円
従 業 員 数 332名
事 業 内 容 当社は、幼児、小学１年生から中学３年生

までの児童・生徒および高校生を対象とす
る学習塾であります。
当社では真の人間を育成すべく、“感性を
育み”“人間にとって大切なことを学び”

“勉強は楽しいものとわかり”“自ら進んで
学ぶ”教育を行っております。当然その結
果として、志望校合格を果たし、将来、真
に世の中の役に立つ人間を育成するよう努
力しております。

代表取締役社長 西 村 道 子 常 勤 監 査 役 新 納 正 博
常 務 取 締 役 佐 多 直 大 監 査 役 宮 川 秀 樹
取 締 役 柳 瀬 　 智 監 査 役 永 井 　 晄
取 締 役 毛 利 寿 男
取 締 役 西 村 　 秋

●会社概要 ●株式の状況

●役員状況

（2011年2月28日現在） （2011年2月28日現在）

（2011年5月25日現在）

本 社

株式分布状況
●所有者別●地域別

発行可能株式総数 15,000,000株
発行済株式の総数 6,935,761株
株主数 739名
大株主

株主名 持株数（千株）議決権比率（%）
有限会社学友社 2,927 46.6
西村　秋 460 7.3
西村道子 389 6.2
株式会社鹿児島銀行 310 4.9
株式会社南日本銀行 214 3.4
佐藤兼義 116 1.8
昴取引先持株会 115 1.8
昴社員持株会 100 1.5
株式会社宮崎銀行 90 1.4
三菱UFJ信託銀行株式会社 90 1.4

（注）議決権比率は、自己株式（654,599 株）を控除して計算しております。

 11.29％

0.06％

45.49％
33.71％

9.44％

0.01％12名 金融機関

証券会社

その他の法人
個人・その他

自己名義株式

外国法人

6,935,761株

関東

中部
近畿

中国

四国

九州

東北
外国

北海道7名

2名

12名

20名
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216名
739名 29.23%
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17.05%
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0.27%

0.95%
1.62%

企業情報

宮崎県
16校

福岡県
  8校

鹿児島県
42校

熊本県
12校

●所在地別校舎数 （2011年5月現在）
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教室案内

昴のリアルタイム情報を当社のホームページでご覧いただけます。http://www.subaru-net.com

新 上 橋 校
玉 里 校
伊 敷 校
玉 江 校
上 町 校
吉 野 校
甲 南 校
武 岡 校
鴨 池 校
紫 原 校
桜 ヶ 丘 校
和 田 校
中 山 校
皇 徳 寺 校
伊 集 院 校
串 木 野 校
加 世 田 校
枕 崎 校
指 宿 校
川 内 校
川 内 北 校
出 水 校
国 分 校
姶 良 校
加 治 木 校
隼 人 校
西 原 校
寿 校
志 布 志 校
名 瀬 校
大 塚 校
大 淀 校
大 宮 校
加 納 校
浮 城 校
延 岡 校
日 向 校
都 城 校
西 都 城 校
末 吉 校
小 林 校
武 蔵 ケ 丘 校
健 軍 校
八 代 校
宇 土 校
玉 名 校
菊 陽 校
大 津 校
西 新 校
室 見 校
姪 浜 校

☎（代）０９９－２５２－３６５６
☎（代）０９９－２２９－０７７８
☎（代）０９９－２２８－９３６１
☎（代）０９９－２２２－０８８５
☎（代）０９９－２４７－４３２１
☎（代）０９９－２４４－２７５６
☎（代）０９９－２５６－１７７１
☎（代）０９９－２８１－０７２２
☎（代）０９９－２５５－１２５１
☎（代）０９９－２５６－１８５１
☎（代）０９９－２７５－１８２２
☎（代）０９９－２６７－２２８１
☎（代）０９９－２６０－７０７７
☎（代）０９９－２７５－２３６６
☎（代）０９９－２７３－０６０９
☎（代）０９９６－３２－７３４４
☎（代）０９９３－５３－５３３４
☎（代）０９９３－７３－２５５５
☎（代）０９９３－２２－６１００
☎（代）０９９６－２５－３８１６
☎（代）０９９６－２０－３３８０
☎（代）０９９６－６３－８７５１
☎（代）０９９５－４７－０７４０
☎（代）０９９６－６５－６０１４
☎（代）０９９６－６２－３３１３
☎（代）０９９６－４３－５２０１
☎（代）０９９４－４３－９９９８
☎（代）０９９４－４３－６５００
☎（代）０９９－４７３－３８１３
☎（代）０９９７－５４－０３６０
☎（代）０９８５－５０－５３５０
☎（代）０９８５－５０－７３３５
☎（代）０９８５－３８－８２５８
☎（代）０９８５－８５－４４１５
☎（代）０９８５－６１－８２１１
☎（代）０９８２－２２－０８０５
☎（代）０９８２－５４－１２１９
☎（代）０９８６－２６－４４５０
☎（代）０９８６－２４－５７５５
☎（代）０９８６－２８－８３３３
☎（代）０９８４ー２３－１１２４
☎（代）０９６－３３９－５４１３
☎（代）０９６－３６９－３４４０
☎（代）０９６５－３３－４４００
☎（代）０９６４－２２－８２２２
☎（代）０９６８－７２－０７１１
☎（代）０９６－２３３－３３３７
☎（代）０９６－２９３－７６８８
☎（代）０９２－８３３－８３３１
☎（代）０９２－８４４－８５８５
☎（代）０９２－８８３－８０００

加治屋教室
鴨 池 教 室
中 央 教 室
谷 山 教 室
伊 敷 教 室
橘 教 室
大 塚 教 室
明午橋教室
水前寺公園教室
水前寺教室
武蔵ヶ丘教室
西新パレス教室
荒 江 教 室
平 尾 教 室
姪 浜 教 室

加治屋（中学部）
加治屋（小学部）
谷 山
宮崎（中学部）
宮崎（小学部）
水 前 寺

古仁屋教室

鹿 児 島
宮 崎
都 城

鹿児島中央
谷 山
橘

☎（代）０９９－８０５－３１５１
☎（代）０９９－２８５－３５１１
☎（代）０９９－８１２－６３３６
☎（代）０９９－２６０－９５８８
☎（代）０９９－２１９－１９３３
☎（代）０９８５－６０－５２１３
☎（代）０９８５－６３－１５８８
☎（代）０９６－３１９－７５５１
☎（代）０９６－３７３－１１８７
☎（代）０９６－３８６－５５５８
☎（代）０９６－３４８－７５３３
☎（代）０９２－８５２－１６５１
☎（代）０９２－８３３－４９００
☎（代）０９２－５２５－６８５５
☎（代）０９２－８８３－８６６６

☎（代）０９９－２２２－６６３７
☎（代）０９９－２２２－５３４５
☎（代）０９９－２６８－１３８１
☎（代）０９８５－３１－００３３
☎（代）０９８５－２９－０１３１
☎（代）０９６－３８５－８８０１

☎（代）０９９－２５６－７１５５
☎（代）０９８５－６０－１３５１
☎（代）０９８６－４６－５２２８

☎（代）０９９－２５６－７１６６
☎（代）０９９－２６８－１６９２
☎（代）０９８５－６０－１３６１

☎（代）０９９７－７３－１２１２

☆２０１1年３月開設校

☆
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次世代育成支援について

文化活動

昴では、全ての労働者がその能力を十分に発揮でき
るような雇用環境の整備を行うとともに、次世代育
成支援について地域に貢献する企業となるため、次
のように行動計画を策定いたしました。

計画期間
平成22年10月1日から
平成27年9月30日までの5年間
目標1 
平成24年4月までに、所定外労働を削減する
ため、ノー残業デーを設定、 実施する。
目標2 
若年者に対するインターンシップ等の受け入
れを行う。

東北地方で発生した地震及び津波による被災者とそのご家族に対して、心からお見舞いを申し上げます。

昴では、今回の震災により学習を継続することが困難になった方を支援するため、避難された一時転居者を
対象に、「児童学習支援特別措置」を実施します。

併せて、被災者の方々への支援のため、各教室にて募金を開始いたしました。
お預かりした義援金は、日本赤十字社を通して、被災地に必要なものを現地
へ届けるのに役立たせていただく予定です。
皆様の温かいご協力を、どうぞ宜しくお願いいたします。

お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災地の皆様のご健闘をお祈りいたします。

東日本大震災復興にあたって私たちに出来ること。

伸び盛りの子ども達は、多感で貪欲にいろいろなも
のを吸収します。
昴では普段触れる機会のない文化を生で見て、聞い
て、感じてもらうために、各界で活躍されている文
化人や知識人を招いた講演会やイベントを開催して
おります。スポーツ大会などのイベントは、地域の
皆様も一緒にお楽しみいただき、ご好評をいただい
ています。

講演会や少年スポーツ支援など
　　　　　文化活動にも力を入れています。

みちこ先生が、受験生や家族の悩みにアドバイス！
受験勉強で悩む子ども達の相談、受験生を持つ親の悩み相
談、友達・親子関係まで・・・
様々な相談を募集、適切なアドバイスをお届けしています。
またリクエスト曲も募集し、放送いたします。

マイクの前のみちこ先生

ロバート・キャンベル氏講演会（8月27, 28日）

大石芳野氏講演会
（8月27, 28日）

ニコニコ通信を
放送しています。

昴旗 鹿児島県 少年剣道練成大会（12月5日）

　

昴
で
は
、
民
間
教
育
機
関
と
し
て
、

豊
か
な
人
づ
く
り
、
子
ど
も
達
の
人
間

性
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
社
会
的

責
任
で
あ
る
と
考
え
、
文
化
活
動
や
社

会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

社
会
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

昴
の
取
り
組
み

＜各局放送日時＞
MBCラジオ
毎週土曜　   17：00～17：10
RKBラジオ
毎週土曜　   17：35～17：45
RKKラジオ
毎週土曜　   18：10～18：20
MRTラジオ
毎週土曜　   17：50～18：00
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定員 (320名 ) に対する占有率 (％)

2007　 2008　 2009　 2010　 2011 （年）

有名校の合格者推移

＊合格者数は卒業時まで在籍した生徒に限定して集計してあります。

定員 (320名 )に対する占有率 (％)定員 (80名 ) に対する占有率 (％)定員 (800名 ) に対する占有率 (％) （名） （名） （名） （名）（名）（名）

8

53 52 53

178 173 168166
183

150

56 54 52
52

57
46

52
51 60

41

49

23

31

44

60
65

38

8 4

48

5

32

32

27

155
175

52

55

48

61

※ 2011年は定員が 40名になっております。
　 2010年は定員が 44名になっております。

熊本県立 熊本・済々黌高校の合計 福岡県立 修猷館・城南高校の合計　   宮崎県立 宮崎西高校 (理数 )　   鹿児島県立 甲南高校　   鹿児島県立 鶴丸高校　   私立 ラ・サール

45
173

54

169

53

29

7339

34

4

2007　 2008　 2009　 2010　 2011 （年） 2007　 2008　 2009　 2010　 2011 （年） 2007　 2008　 2009　 2010　 2011 （年） 2007　 2008　 2009　 2010　 2011 （年）2007　 2008　 2009　 2010　 2011 （年）

合格サポートシステム
昴は、通常の授業、春・夏・冬のスクーリングに加え、様々
な合格サポートシステム（特訓、合格トレーニング、合宿）
を用意しております。
レベルを段階ごとにあげる問題設定と反復練習、授業の内容
は理解度テストで確認し、そして家庭学習の定着で、確実に
身につく指導を行います。また授業を中心とした通常の学習
に加え、「春・夏・冬のスクーリング」「サポートシステム」「昴
模試」など、独自の指導システムで成績向上や志望校合格など、
子ども達の目標達成を実現します。

授業

理解度
テスト

反復練習
やり直し

家庭学習
の定着

春・夏・冬の
スクーリング

豊富な
サポートシステム

昴模試

目標達成

志望校合格

学校テスト成績向上

実力アップ

＋　　　　　＝

主
な
合
格
実
績

国立大学
京
都
大

大
阪
大

九
州
大

名
古
屋
大

東
京
工
業
大

筑
波
大

神
戸
大

横
浜
国
立
大

広
島
大

岡
山
大

熊
本
大

鹿
児
島
大

宮
崎
大

防
衛
大

防
衛
医
大

他
多
数

慶
應

早
稲
田

東
京
理
科

青
山
学
院

法
政

明
治

立
教

中
央

関
西

関
西
学
院

同
志
社

立
命
館

他
多
数

大学の部

私立大学

定員
320名

昴生
占有率
54%

定員
320名

昴生
占有率
53%

理数科

29
名

昴生
占有率
73%

文情科

34
名

昴生
占有率
43%

45
名

18
名

47
名

42
名

1
名

2
名

17
名

17
名

17
名

22
名

ラ
・

サ
ー
ル

久
留
米
大
附
設

早
稲
田
佐
賀

青

雲

弘

学

館

灘

高

校

東
大
寺
学
園

鶴

丸

甲

南

宮
崎
西

宮
崎
大
宮

熊

本

済
々
黌

修
猷
館

城

南

鹿 児 島宮 崎熊 本福 岡
公立高校の部私立中・高校の部

169
名
173
名

国公立小・中学の部

33
名

鹿
大
附
属
小
・
中
　 名

宮
大
附
属
小
・
中
　 名

熊
大
附
属
小
・
中
　 名

福
教
大
附
属
小
・
中

　 名

公
立
中
高
一
貫
校

鹿
児
島
玉
龍
中
　
　 名

宮
崎
西
高
附
属
中
　 名

泉
ヶ
丘
高
附
属
中
　 名

251962210843526

2011年春　主な合格実績

56 About SUBARUAbout SUBARU

010_0308701382305.indd   9-10 2011/05/15   1:27:36



54 SUBARU BUSINESS REPORT 2011SUBARU BUSINESS REPORT 2011 32 SUBARU BUSINESS REPORT 2011SUBARU BUSINESS REPORT 2011

昴では「昴ライセンス」をはじめ、「授業アンケート」
「昴プロテスト」など、あらゆる角度から講師の育成
に努めています。だから、昴の講師は全員、指導力
と実力を備えたプロフェッショナルです。
深い愛情を持ち、確固たる理念と高い人間性に裏
打ちされた指導で、子ども達の学習面は当然のこ
とながら、精神面までサポートします。

楽しく学びながら、生活の基本を身につける「新樹会」。それぞれの潜在能力を引き出し、自ら学び創造する楽しさを育
てる「小学部」。身についた基礎を活かし、一人ひとりの目標に向かって大きく伸びゆく「中学部」。そして、将来の夢を実
現するためのステップへ導く「高等部」。昴では新樹会から高等部までの一貫教育を通して、人間教育はもちろん、志望
校合格の先にある夢を実現する力を育てていきます。

“生徒の心”に灯をともす
プロ講師の育成に努めています。

できることからわかりやすく、効率良く。
“昴のノウハウ”がつまったテキストで学力UP!

ステップアップのために厳選された教材、
最強のオリジナルテキスト。
各学期の重要単元に焦点を合わせ、集中的に、
徹底的に得点力を養成するオリジナルテキスト。
厳選された良問集で入試対策も万全。

豊富な実績をもとに築き上げてきた昴独自の教育システム。

プロコーチ制度

一貫教育

G
テキスト

一人ひとりの目標達成に
向けた指導をしています。
自分の将来を思い描くこ
とができるような、視野の
広い指導を行います。

自ら学ぶ姿勢と目標を
達成する力を育てる

中学部
夢実現に向けた

ステップへ導いていく
一人ひとりの夢実現に向
け必要となる進路へ確実
に進めるよう、指導してい
きます。

高等部オリジナルテキスト

日常の様々な体験を通し
て物事への好奇心を育て
ると共に、学習の基礎とな
る「読み書き」「計算」をしっ
かりと身につけていきま
す。学ぶことは楽しいこと
だと身をもって体験する
ことを重視して指導して
います。

学ぶ楽しさと生活の
基本を身につける 

新樹会

基礎学力の定着をしっかり
行い、伸びゆく土台をつく
ります。生徒一人ひとりの
希望進路に合わせて指導
していきます。

一人ひとりの可能性を
引き出し、伸ばしていく 

小学部

昴
の
強
み
①

昴
の
強
み
②

昴
の
強
み
③

一貫教育

プロコーチ
制度

オリジナルテキスト

生徒達の生の声を聞き、
授業や生活指導に活かします

基準をクリアすると
模擬授業形式の
実技試験を行います

新入社員研修
教科研修

新入社員研修
教科研修

昴ライセンス

授業アンケート

昴プロテスト昴の研修

スクーリング
テキスト

実力教室

個別指導
学び方、自由主義
頑張り方、自分主義
一人ひとりの個性に
応じた指導を行います。

昴
で
は
、
夢
を
実
現
す
る
力
を
持
っ
た
、

逞
し
い
人
間
を
育
て
る
た
め
の
独
自
の
教

育
シ
ス
テ
ム
、
豊
富
な
学
習
指
導
コ
ー
ス

を
は
じ
め
と
し
た
、
子
ど
も
を
伸
ば
す
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

そして、夢の実現へ

昴
が
選
ば
れ
る
理
由

昴が選ばれる理由

昴合格指導
システム
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私
た
ち
昴
は
、

二
十
一
世
紀
社
会
に

貢
献
で
き
る

「
人
」
を
育
て
た
い
。

こ
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い

た
と
え
ば 

山
の
中
で 

ひ
と
り 

迷
っ
た
時

た
と
え
ば 

海
の
上
で 

ボ
ー
ト
を 

流
さ
れ
た
時

判
断
を 

間
違
え
ず

逞
し
く 

生
き
て
い
け
る

人
間
と
し
て
の 

心
を
も
ち

学
力
・
気
力
・
体
力
を
養
い 

志
望
校
合
格
を
な
し
遂
げ

世
の
中
の 

役
に
立
つ

そ
ん
な
子
ど
も
を 

育
て
た
い

昴
は 

そ
う
考
え
て
い
ま
す

昴
の
コ
ー
チ
と
は
・
・
・

一
、 

忘
己
利
他
（
も
う
こ
り
た
）
の
精
神
で
、

　

  

ひ
た
す
ら
子
ど
も
の
こ
と
を
思
い
続
け
る
人
。

二
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
見
出
し
、

    

志
望
校
合
格
ま
で
確
実
に
リ
ー
ド
し
、

     

コ
ー
チ
ン
グ
で
き
る
人
。

三
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き
に
、

     

真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ぶ
人
。

代表取締役社長
西村  道子

使命観指導理念

1. 学問や芸術を学び極めること
2. 身体を鍛えること
3. 意志を鍛えること
を意味し私たちの行動の
原点になっています。

一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
伸
ば
し
、

　
　
そ
の
先
に
あ
る

　「
夢
を
実
現
す
る
力
」 を
育
て
て
い
ま
す
。

　
学
習
塾
の
目
的
は
、
学
校
で
の
成
績
向

上
と
第一志
望
校
に
合
格
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
授
業
で
は
、
子
ど
も
達
が
“
得
点

力
を
つ
け
る
”
と
い
う
具
体
的
な
結
果
を

出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
講
師

が
た
だ一方
的
に
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。子
ど
も
達
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
基
本
に
、
講
師
が
質
問
を
投
げ
か

け
、
今
持
って
い
る
自
分
の
力
で
考
え
さ
せ
、

答
え
さ
せ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よって
、

自
ら
考
え
る
力
や
想
像
す
る
力
、
問
題
を

解
決
す
る
力
、
そ
し
て
決
断
力
を
も
養
って

い
き
ま
す
。
た
だ
新
し
い
知
識
を
吸
収
す

る
だ
け
で
は
な
く
、"

ど
う
考
え
れ
ば
で
き

る
の
か
”
を
学
ぶ
こ
と
が
、
学
習
す
る
う

え
で
最
も
大
切
だ
と
昴
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
授
業
以
外
に
も
、
文
化
や
芸
術
に

ふ
れ
た
り
、
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
け
、

豊
か
な
感
性
を
育
む
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
の
将
来
を
考
え
、
成
績

向
上
や
志
望
校
合
格
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

先
の
“
夢
を
実
現
す
る
力
”
を
育
む
こ
と

が
昴
の
教
育
で
す
。

　
宮
本
武
蔵
が
晩
年
に
書
き
記
し
た
『
兵

法
五
輪
書
』
の
な
か
に
、「
日
日
是
鍛
錬
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
昴
は
、
こ
の

武
蔵
の
教
え
を
当
社
の
使
命
観
と
し
、「
学

問
や
芸
術
を
学
び
極
め
る
」「
身
体
を
鍛

え
る
」「
意
志
を
鍛
え
る
」こ
と
を
通
し
て
、

向
学
心
・
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
、
忍
耐
力
が

あ
り
、
学
力
・
気
力
・
体
力
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
た
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、"

明
る
く
元
気

に
あ
い
さ
つ
を
す
る
”
と
い
っ
た
人
間
教

育
も
重
視
し
、
通
常
の
学
校
教
育
や
家
庭

で
は
充
分
に
行
え
な
い
範
囲
も
含
め
た
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
が
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
昨
今
に
お
い
て
も
、

私
た
ち
は
こ
の
使
命
観
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
一
人
ひ
と
り
が
「
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
資
質
を

備
え
た
人
間
」、「
優
れ
た
創
造
力
、
逞
し

き
意
志
、
柔
軟
な
思
考
力
と
応
用
力
を
も

っ
た
人
間
」
へ
と
伸
び
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

私たちの想い

責任をもって一人残らず
第一志望校に合格させる
我が子 我が事と思い
厳しく指導する
世の中の役に立ち、
逞しく生きていける
人間を育てる

1.

2.

3.
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